
 

 

令和６年４月 神河町区長会 会議次第 

ハートがふれあう住民自治のまち ～大好き！私たちの町 かみかわ～ 

 

と き 令和 ６ 年 ４ 月２４日（水） 

午後１時４５分から 

ところ 神河町役場 ３階 第３会議室 

 

１．開    会 

 

 

２．会長あいさつ 

 

 

３．町長あいさつ 

 

 

４．社会を明るくする運動「標語パネル」協賛のお願い 

【神崎地区更生保護女性会】   （机上配付） 

 

 

５．区長会協議・報告事項（事務局） 

（１）令和５年度神河町区長会事業報告及び決算について      （資料 1、2） 

 

（２）令和６年度神河町区長会事業計画及び予算について      （資料 3、4） 

 

（３）神河町区長会会則、慶弔規定、申し合わせ事項について     （資料 5） 

 

 

６．管理職の紹介と令和６年度各課事務分掌の説明          （資料 6） 

 

 

７．協 議 事 項  ＝ 行政より ＝ 

（１）建設課から 

・各区要望に係る町の対応状況について              （資料 7） 

 

（２）住民生活課から 

・地区防災計画の策定と提出について                （資料 8） 

・防災行政無線（同報系）システムハンドセット自局放送機能の活用について 

                  （資料 9） 

  ・令和６年度赤十字活動資金募集について        （資料 10・机上配付） 

 

（３）農林政策課から 

 ・令和６年度町単独補助事業の実施要望について          （資料 11） 
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・緑の募金へのご協力について                  （資料 12） 

・農業委員、最適化推進委員の決定と「地域計画」の策定について    （資料 13） 

 

（４）ひと・まち・みらい課から 

・県民まちなみ緑化事業について                 （資料 14） 

・コミュニティ助成事業について                 （資料 15） 

・縁結び事業について                      （資料 16） 

 

（５）教育課から 

・２０２４年度「地区別人権教室」開催に伴う事前研修会の開催について 

  （資料 17） 

 

（６）総務課から 

・令和６年度町長懇談会の実施方法等について            （資料 18） 

 ・令和６年度神河町一般会計予算の概要              （資料19） 

・令和６年度地域伝統文化振興支援事業に係る該当団体の募集について 

（資料 20） 

・第２次神河町長期総合計画後期基本計画の策定について      （机上配付） 

・地域自治協議会の取組状況について                  （資料 21） 

 

 

８．今後の予定 

 ・２０２４年度「地区別人権教室」の開催に伴う事前研修会 

   日時：６月２日（日）午前９時から  場所：グリンデルホール 

 ・６月定例区長会 

   日時：６月２４日（月）午前９時から  場所：第３会議室 

 

 

９．閉   会（藤原武夫副会長） 

 

 

 

 
 

【配布資料】 

 ・社会を明るくする運動「標語パネル」協賛のお願い 

 ・赤十字活動資金募集に関する資材（振込依頼書ほか） 

・第２次神河町長期総合計画後期基本計画書 
 ・ひょうご人権ジャーナル「きずな」３・４月 
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No.　　　　

ところ〔　４月区長会　〕

と　き
令和６年４月２４日（水）　

神河町役場　３階　第３会議室

神 河 町 区 長 会 会 議 録 控
　開 会 ： 午後１時４５分 ～

～区長会記録等にご利用ください～
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件　　　　　名 報告の必要性 区長会

報　　告　　先 報告期日 資料番号

令和６年度赤十字活動資金募集について 必須

住民生活課 6/14（金）

令和６年度町単独補助事業の実施要望について 任意

農林政策課 5/17（金）

緑の募金への協力方について 任意

農林政策課 5/17（金）

県民まちなみ緑化事業について 任意

ひと・まち・みらい課 11/29（金）

コミュニティ助成事業について 任意

ひと・まち・みらい課 8月から受付開始予定

令和６年度地域伝統文化振興支援事業の募集について 任意

総務課 5/31（金）

報告等締切日一覧表

番
号

資料14

1

資料11

資料10

資料12

令和６年４月２４日開催

4

3

2

資料20

資料15

6

5

4
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1,450,000 1,450,000 1,450,000

77,000 77,614 77,614

102,000

112,000

934,598 934,598 934,598

402 13 13

2,694,000 2,676,225

25,920

686,093

400,150

5,400

50,000 10,000 10,000

17,600

15,000

21,000

30,000

50,000

10,000

230,000 180,025 180,025

209,094

30,000

20,000

16,890

17,781

2,731

30,237

300,000 0 0

2,694,000 1,777,921

388,000 326,733

186,000 143,600

540,000 712,013

1,000,000 405,550

232,000 214,000
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1,450,000 1,450,000 0 1,450,000

77,000

115,000

120,000

112,000

898,304 934,598 898,304

696 402 294

2,773,000 2,694,000 79,000

40,000

700,000

1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

50,000 50,000 0 50,000

20,000

15,000

15,000

30,000

50,000

10,000

30,000

112,000

30,000

30,000

20,000

115,000

20,000

55,000

25,000

50,000

356,000 300,000 56,000 356,000

2,773,000 2,694,000 79,000

232,000 232,000 0

740,000 540,000 200,000

130,000 186,000

40,000 230,000

192,000 77,000 115,000

457,000 388,000 69,000
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神河町区長会会則 

（名称） 

第１条 本会は、神河町区長会という。 

 （目的） 

第２条 本会は、民主的にして自主的な組織とし、町など関係機関並びに各区相互の連

携を密にして、神河町の均衡ある発展と住民福祉の増進のため公正な行政の運営に協

力するとともに、自治会の健全な発展と地域住民の生活向上に寄与することを目的と

する。 

 （事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）神河町の行政施策に対する協調 

（２）区の運営に関する調査研究 

（３）自治振興に対する相互連携並びに啓発 

（４）町各種団体相互の連絡調整 

（５）その他、本会の目的達成に必要な事業 

（会の組織） 

第４条 本会は、町内４０区の区長（以下「会員」という。）をもって組織する。 

（事務所） 

第５条 本会の事務所は、神河町役場総務課に置き、庶務は、区長会担当において処理

する。 

（役員） 

第６条 本会に次の役員を置く。 

     会 長  １名   副会長  ２名  

     理 事  ３名   監 事  ２名 

 （役員の選出） 

第７条  本会の役員は、区長会において会員の互選により選出する。 

２ 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 役員の任期満了の場合においても、後任者が就任するまでは、前任者がその職務を

行う。 
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 -   

 

 

 

 （役員の職務） 

第８条 本会の役員の主たる職務は、次のとおりとする。 

（１）会長は、会を代表し会務を総理する。 

（２）副会長は、会長を補佐し会長に事故あるときはその職務を代行する。 

（３）理事は、役員会を構成し会務を掌理する。 

（４）監事は、役員会を構成し本会の会計を監査する。 

 （会議） 

第９条 本会の会議は、定例会、臨時会及び役員会とする。 

２ 定例会は年６回とし、４月、６月、８月、１０月、１２月、２月に会長がこれを招

集する。 

３ 臨時会及び役員会は、必要に応じ会長が招集する。  

４ 会長は、会議の議長となり、議事を処理する。 

５ 会員に事故等あるときは、当該会員の指名した代理者を会議に出席させることがで

きる。 

 （会費） 

第１０条 本会の経費は、町補助金、会費、その他収入をもって充てる。 

 （会計年度） 

第１１条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 （会則の変更、その他） 

第１２条 会則の変更その他重要事項については、区長会において決定する。 

２ この会則に定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は会長がこれを定める。 

 

   附  則 

この会則は、平成１８年４月１日から施行する。 

 この会則は、平成１９年４月２６日から施行する。 

 この会則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 この会則は、平成２７年８月２１日から施行する。 
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神河町区長会慶弔規程 

 

１．神河町区長会会員の慶弔に関しては、以下の規程により取扱うものとする。 

 

２．会員の慶弔に関するときは、次の金額又はその額に値するものを贈る。 

（１）結婚したとき                       １０，０００円 

（２）負傷及び疾病により２週間以上の入院にあるとき       １０，０００円 

（３）死亡したとき                  ２０，０００円並びに生花 

（４）罹災したとき                       １０，０００円 

 

３．会員の同居家族の慶弔に関するときは、次の金額又はその額に値するものを贈る。 

（１）直系父母が死亡したとき                   ５，０００円 

（２）配偶者が死亡したとき                    ５，０００円 

（３）実子が死亡したとき                     ５，０００円 

（４）祖父母及び兄弟姉妹が死亡したとき              ３，０００円 

 

４．参列範囲は、特に定めず各自判断に委ねる。 

 

５．区長職を１期（２年）以上務めた場合は、退任時に（町長感謝状とともに）記念品

を贈る。 

 

６．本規程による贈呈を受けたときの返礼は、一切しないものとする。 

 

７．本規程以外の事情が発生したときは、役員においてこれを定める。ただし、緊急の

場合は、会長が処理する。 

 

 

   附  則 

 この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

 この規程は、平成２０年４月１０日から施行する。 

 この規程は、平成２７年８月２１日から施行する。 
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区長会申し合せ事項 

 

１．費用弁償及び旅費支給 

 （１）区長会の用務で出張する場合は、旅費を支給する。 

    その額は、当町の旅費規定の額（日当：２，０００円・宿泊１１，０００円）に準ずる。

（神崎郡内並びに姫路市内、生野町、一宮町、多可町加美区以外） 

但し、他から旅費・費用弁償等が支給される場合は、当会からは支給しない。 

 （２）支給方法は、４月から３月までの１年分を同年度の３月末日までに支給する。 

２．区長報償金の配分 

 （１）区長報償金の配分は、均等割５０％、世帯割５０％とする。 

 （２）支給方法は年２回とし、８月（５０％）、１２月（５０％）を口座振込により支給する。

なお、均等割分は源泉徴収し、世帯割分は源泉徴収しない。 

３．神河町社会福祉協議会評議員（１名）の選出 

 （１）社協の評議員については、正副区長会長のうち１名がその職務にあたる。なお、理事等

と兼務できないことに鑑み、その事情が発生した場合はその都度協議する。 

４．区長会懇談会負担金の徴収 

（１）区長会懇談会経費の負担金として、参加会員当り３，０００円を徴収する。 

    （徴収対象は１２月の懇談会分とし、１２月に支払われる区長報償金から差引くもの 

とする。） 

５．視察研修について 

（１）区長会会計からの負担については、神河町職員旅費規定に準じて、次のとおり負担す

る。（参加区長１名に対して） 

１泊２日 旅費（日当+宿泊費）+交通費（１万円）＝25,000 円 

２泊３日 旅費（日当+宿泊費）+交通費（１万円）＝38,000 円 
※交通費（１万円）については、観光バス借上料金+α相当分を想定。 

（参考）神姫観光バス １泊２日で約２５万円、２泊３日で約３８万円 

※1泊２日と２泊３日では交通費が異なるが、バス以外の交通機関を利用する場合もあるため、一律で 

調整。超えた経費は、受益者負担の原則。 

（２）視察研修旅行は、事業の一貫として実施するもので全員参加を原則とすることから全

区長（４０区）から均等割分１０，０００円を徴収する。 

（３）参加者割分として、上記（１）（２）の金額を差引いた残金（不定額・経費計算による

／人数）を区長個人負担金として徴収する。 

 

附  則 

１．この申し合せ事項は、平成１８年４月１日より施行する。 

２．「５．視察研修について（２）区長会会計からの負担について」は、平成 18年度から適用する。 

３．平成２４年６月２５日一部改正。 

４．平成２６年４月１日一部改正。 

５．令和４年６月２１日一部改正。 
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                         神河（住）第９５号 

                         令和６年４月２４日 

 

 各区長 様 

 

神河町長 山 名  宗 悟  

 

 

地区防災計画の策定と提出について（依頼） 

 

 

 陽春の候、貴職におかれましては、益々御清祥のこととお喜び申し上げます。 

 平素は、町行政に格別の御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、近年、全国各地で発生している大規模災害において、行政だけでは十分

な対応ができず地域の防災力が必要であることから地域の環境や特性に応じた地

区防災計画の策定をお願いしているところです。 

現時点において別紙のとおり２３地区が策定されていますが、既に策定されて

いる地区におかれましては住民生活課まで計画書の御提出をお願いします。 

策定中又は未策定の地区におかれましては、引き続き策定に向けて御尽力頂き

ますようお願いします。 

 

【担当】 

住 民 生 活 課  森 岡 

T E L：０７９０－３４－０９６３ 

F A X：０７９０－３４－１５５６ 

Mail：jyumin_seikatu@town.kamikawa.hyogo.jp  
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神崎エリア 提出状況 作成予定 備考 大河内エリア 提出状況 作成予定 備考

新 田 R６年度 現在策定中 新 野 提出済 R５年度作成

作 畑 R６年度 現在策定中 野 村 未定

大 畑 R６年度 現在策定中 比 延 R４年度

越 知 R６年度 現在策定中 寺 前 提出済 R５年度作成

岩 屋 R６年度 現在策定中 鍛 治 提出済 R４年度作成

根 宇 野 未定 大 河 R５年度

山 田 提出済 R４年度作成 上 岩 提出済 R４年度作成

中 村 提出済 R４年度作成 高 朝 田 提出済 R５年度作成

粟 賀 町 提出済 R４年度作成 宮 野 提出済 R４年度作成

福 本 提出済 R５年度作成 南 小 田 提出済 R３年度作成

貝 野 提出済 R５年度作成 上 小 田 未定

しんこうタウン 未定 川 上 提出済 R４年度作成

寺 野 提出済 R４年度作成 大 川 原 提出済 R５年度作成

柏 尾 提出済 R３年度作成 本 村 提出済 R５年度作成

加 納 R４年度 赤 田 提出済 R５年度作成

東 柏 尾 提出済 R４年度作成 重 行 未定 現在策定中

吉 冨 未定 為 信 未提出 R３年度作成

杉 提出済 R４年度作成 峠 未定

大 山 提出済 R５年度作成 栗 R４年度 現在策定中

猪 篠 提出済 R４年度作成 渕 未定

　

　※　この表は、令和6年4月１日時点のものです。

地区防災計画作成進捗状況
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神河（住）第７７号 

令和６年４月２４日 

 

 各区長 様 

 

神河町長 山 名 宗 悟 

 

 

    防災行政無線（同報系）システムハンドセット自局放送機能の 

活用について 

 

 

 軽暖の候、貴職におかれましては、益々御清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は、町行政に格別の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、防災行政無線（同報系）システムの整備時に、各区の公民館等に自局放 

送や役場間との非常通信手段である無線電話機能を有するハンドセットを設置し 

たところです。 

 当該設備は、避難誘導等の緊急の利用が想定されますので、いざという時の備 

えとして、別紙の操作マニュアルを御覧いただき、日頃から各区行事等で、時局 

放送の操作方法習得のため積極的な御活用をお願いします。 

 また、設備に不具合等が発生した場合は、役場住民生活課まで御連絡いただき 

ますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担 当】 

 役 場 住 民 生 活 課  森 岡 

 T E L：０７９０－３４－０９６３ 

 F A X：０７９０－３４－１５５６ 

 Mail：morioka_takanori@town.kamikawa.hyogo.jp  
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ハンドセット操作マニュアル① 

Ⅰ． 事前確認
① 延長型外部接続箱内のブレーカがＯＮになっている

② 使用要求ＯＮ(スイッチが上）
使用可ランプが黄色点灯となっていることを確認

役場からの電話の着信音量が小さいため

Ⅱ． 自局拡声放送（屋外拡声子局放送）
① ハンドセットを外す（ハンドセット下部を握り手前に引く）

”カクセイモード[ローカル] ” の表示を確認。

② ハンドセット左側面の「　　　　」を長押しする。
上り「ピン♪ポン♪パン♪ポン♪」

③ ハンドセット左側面のプレスボタン（緑色のボタン）を押したまま、
放送を開始する。
”こちらは～ ” 放送終了で プレスボタンを離す。

④ ハンドセット左側面の「　　　　」を長押しする。
下り「ピン♪ポン♪パン♪ポン♪」

⑤ ハンドセットを戻す。

Ⅲ． 連絡通話（無線電話）
　１） 　呼び出して、通話する場合

① ハンドセットを外す（ハンドセット下部を握り手前に引く）
”カクセイモード[ローカル] ” の表示を確認。

② 　　　　　キーを押す。”ツウワモード バンゴウ ” 表示。

③ 呼出番号を入力する。（左図を参照）

④ 　　　「発信」キーを押す。”ハッシンチュウ ”表示。
　　　呼び出し音「プップッ・・」の後「プルル」が鳴動。
　　　相手が応答すると ”ツウワチュウ ” 表示となり
　　　通話を開始する。

⑤ 通話終了後 　 　　「終話」キーを押す。”セツダンチュウ ” 表示。

⑥ ハンドセットを戻す。

　２） 　呼び出されて、通話する場合
① ”チャクシン ”と表示され、「プルル」と呼出音が鳴る。

② ハンドセットを外す（ハンドセット下部を握り手前に引く）。　　

③ 　　　　「発信」キーを押す。”ツウワチュウ ” と表示され、通話を 
　　　　開始する。 

④ 通話終了後　　　 「終話」キーを押す。”セツダンチュウ ” 表示。

⑤ ハンドセットを戻す。

連絡通話（無線電話）　呼出番号 

有事（避難）の際は、扉を開けた

04 1Ｆ　宿直室

状態にしておいて下さい。

14 代表着信(全てに発信)

呼出
番号

呼び出し先

01 1Ｆ　住民生活課

02 1Ｆ　住民生活課

03 1Ｆ　住民生活課

切替

♪上り

♪下り

終話発信

♪上り

♪下り

プレスボタン
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ハンドセット操作マニュアル② 
・ハンドセット取外し方法　(ハンドセット再起動方法) 
・電柱下の外部接続箱へ接続する場合 

Ⅱ. 屋外拡声器下の外部接続箱へ接続する場合 

② 屋外拡声器下の外部接続箱を開け、⑤にコネクタを回しながら 
　押し込んで接続する。 
奥まで差し込める ポイントがあります。 

③ しばらくすると 
『高機能型ハンドセット　起動中』　と表示されます 

④ しばらくすると 
”カクセイモード[ローカル] ” の表示を確認。 

⑤ ハンドセット操作マニュアル①の要領で自局放送・連絡通 
　話（無線電話）を行う。 

⑥ 操作終了後は、延長型（公民館内）外部接続箱へ設置してくだ 
　さい。 

延長型（公民館内）外部接続箱内 

屋外拡声器下の外部接続箱内 

⑦ ハンドセットコネクタを、延長型（公民館内）外部接続箱へ接続。 
　接続する際はコネクタを回しながら押し込んでください。 
奥まで差し込めるポイントがあります。 

⑧ 延長型（公民館内）外部接続箱内のブレーカをＯＮ　(左上 
　写真③） 

⑨ 使用要求ＯＮ(スイッチが上）　　（左上写真②） 

④

②

③

Ⅰ. ハンドセット再起動方法 
ハンドセットの画面が表示されないときは、下記の手順で再起動し

て下さい。 

⑤ ハンドセットコネクタを再度接続　（左写真④) 

⑥ 延長型外部接続箱内のブレーカをＯＮ　(左写真③） 

⑦ 使用要求ＯＮ(スイッチが上）　（左写真②） 

① ハンドセットを外す（ハンドセット下部を握り手前に引く） 

② 使用要求スイッチをＯＦＦ（下）に下げる　（左写真②） 

③ 延長型外部接続箱内のブレーカをＯＦＦにする(左写真③） 

④ ハンドセットコネクタを取り外してください（左写真④) 
その際にコネクタの銀色の部分を持って引き抜いてください。 
無理に引き抜くと破損の原因となります。 

　上記Ⅰでもハンドセットの画面が表示されないときは、下記手順で
屋外拡声器下の外部接続箱へ接続することで、公民館内と同様に、
自局放送・連絡通話（無線電話）が行えます。 
 

① 上記Ⅰの①～④の手順でハンドセットを取り外す。 

⑤ 
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令和６年４月２４日 
区 長  様 
 

日本赤十字社兵庫県支部中播磨地区 
神河町分区長  山 名 宗 悟 

 
令和６年度赤十字活動資金募集について（お願い） 

 
 赤十字の活動につきましては、平素から格別の御理解と御支援を賜り、厚くお礼申

し上げます。 
 日本赤十字社では、苦しんでいる人を救いたいという「人道」の理念のもと、さま

ざまな活動を行っていることは御承知のとおりです。献血や医療事業をはじめ、国際

紛争や直近では１月に発生した令和６年能登半島地震や４月に発生した台湾東部沖

地震など自然災害に対する救護・救援を含め、国内外の広範多岐に及ぶ活動を行って

おります。 
 毎年５月を会員増強運動月間と定めてこのような赤十字の趣旨に御賛同くださる

皆様に赤十字活動資金募集のお願いをさせていただいており、本年度も例年同様下記

のとおりよろしくお願いいたします。 
 

記 
 
１．期限（指定口座への振込み期限） 
   ６月１４日（金） 

※目安の期限とさせていただきますが、各区の実情に応じて御協力をお願いしま

す。期限を過ぎる場合は担当（前川：３４－０９６２）へ御連絡ください。 
 
２．１世帯当たりの募集額 
   ５００円 を目安に任意の額での御協力をお願いいたします。 
 
３．町からの周知 
   ５月 上・中・下旬に分け、告知放送で周知を図ります。 
 
４．資金募集の進め方 

① チラシの配布 
    全戸を対象に、趣旨説明用として御利用ください。 

② 受領書の発行 
   受領日・金額・氏名を記入してください。 

    → 受領書２枚目の朱印の付いたものを渡してください。 
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③ 協力証シール 
   御協力いただいた皆様にお渡しください。 

  ④ 口座振込 
  ・振込依頼書で指定の農協口座へ振込みをお願いします。 

   ・振込依頼書の依頼人の名前は「区名と区長名」を記載ください。 
   ※兵庫西農協（粟賀支店・寺前支店）以外の金融機関の場合は手数料が発生し 

ます。 
 

金融機関 兵庫西農業 寺前支店 貯金種類 普  通 

口座名義 日赤奉仕団 長井
な が い

 千
ち

晴
はる

 口座番号 ０５９０２０８ 

   ＊振込依頼書の３枚目「振込金受取書」をもって領収書とさせていただきます。 
 

※５１枚以上の硬貨の入金・振込は手数料が発生しますので、役場本庁舎住民

生活課まで直接お持ちください。領収書をお渡しいたします。 
 
５．本日、机上にお配りした資材 
  ① 振込依頼書 

② 県知事からのお願い文書（白封筒入り） 
  ③ 令和６年度活動資金募集の手引き（水色） 
 ④ リ－フレット「日本赤十字社の使命」 
 ⑤    〃   「令和５年度事業報告」 

 
６．別途配布資材 （広報５月号と同時に配布します。） 
  ① 配布用チラシ（A4 カラー版両面） 
  ② 活動資金受領書 
  ③ 協力証シール 
  ④ 活動資金募集用封筒（必要に応じて御活用ください。） 
    
７．返却いただくもの   
  ① 活動資金受領書（収納報告書）※未使用分を含む  

② 協力証シール（未使用分） 
募集終了後に役場本庁舎住民生活課まで御提出をお願いします。 
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令和６年度　町単独補助事業の実施要望について
農林政策課では、次のとおり補助事業の実施を予定しています。

要望がある場合には、各事業ごとの様式により、期日までにご報告ください。

事業

① 農地を守る活動推進事業

事業内容
実施主体
(申請者)

対象経費
補助率
補助上限

報告様式
報告期限

①再生困難農地の復元

　(耕作放棄地の草刈り等)

②保全管理農地の活用

　(景観作物等作付け)

※　注意事項

② 危険木伐採事業

事業内容
実施主体
(申請者)

対象経費
補助率
補助上限

報告様式
報告期限

※　注意事項

③ 元気森もり活動推進事業

事業内容
実施主体
(申請者)

対象経費
補助率
補助上限

報告様式
報告期限

②森林環境の保全

(森林、周辺での伐採、草刈り等)

※　注意事項

③森林資源の活用

(木材利用、ミツマタの活用等)

生産森林組合、区、地区の
共有林を管理する団体等

生産森林組合、区、地区の
共有林を管理する団体等

「周辺（竹藪、社寺林等）」の整備、桜・モミジの保全は、８月区長会で案内予定。（今回対象外）

消耗品、作業日当等
10/10
15万円

有
5/17

消耗品、作業日当等
10/10
10万円

８月区長会
で案内

「森林所有者」＝「受益者」の場合、補助率3/9以内（上限333,000円）

住宅、集会施設の被害防
止に係る危険木伐採

区、営農組織等 消耗品、作業日当等
10/10

10,000円/a
有
5/17

区、営農組織等 消耗品、作業日当等
10/10

10,000円/a
有
5/17

「伐木、枝払、集材、整理」
に係る経費（搬出は対象外）

7/9以内
777,000円

有
5/17

区
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神河町農地を守る活動推進事業について 

 

農林政策課では、町内農地の健全な保全と地域農業活動と農村の持続的な発展を目的とし、地域住

民等が行なう、農地の管理、農地の保全に資する活動を支援します。 

 

〇次のような場合に、活用をご検討下さい。 

①耕作放棄地の草刈り等を実施し、近接農地への影響を改善したい。→再生困難農地の復元等事業 

  ※令和5年度において上記事業を実施した農地については、令和6年度、7年度、同事業を活用

することができます。 

②保全管理農地へ景観作物等を作付けしたい。→保全管理農地の活用事業 

  ※令和5年度において①の事業を実施した農地についても活用することができます。 

※区、営農組織等担い手からの申請のみ【所有者又は相続人の承諾（協議）必要】 

※既存の補助事業等の対象とならないものとする。 

 

〇事業の流れ 

１．要望書の提出 

 別紙１の要望書を、５月１７日（金）までに、農林政策課に提出してください。  

２．要望の採択 予算の範囲内で、事業の採択を行います。 

３．交付申請  要望採択の団体には、補助金交付申請の手続きを案内します。 

４．事業実施 

 事業着手は、交付決定通知書の日以降とし、経費の支払いも通知日以降が対象となります。 

 ※事業内容が大幅に変更になる場合は、事前に協議をお願いいたします。 

５．実績報告書 

 事業完了日は、対象経費の最終支出の領収日となります。（完了後３０日以内に提出） 

 

〇補助の対象となる経費は、下記のとおりです。 

 

〇１事業当たりの補助金額は、下記のとおりです。 

 補助対象経費（材料費、消耗品、作業日当等）又は補助基準単価に事業面積を乗じた額のいずれか

低い額 

・補助基準単価 10,000円/a（補助率10分の10以内） 

※補助金の額の1,000円未満の端数は切り捨てとなります。  

 

〇お問い合わせ  農林政策課  藤原ますみ    TEL３４－０９６０ 

科  目 備  考 

需用費 消耗品、食糧費（お茶のみ）燃料代、修繕費等。 

原材料費 植栽用苗木等の資材費 

作業日当 1,000円/hr、7,000円/日･人を上限とする。 

役務費 輸送費、保険料等 

賃借料 重機、車両等借上料 

使用料 通行料、使用料等 

委託料 作業等委託料。実施主体が直接実施することが出来ないものに限る。 

報償費 協力者謝金等 

備品購入費 1件2万円以上。事業実施に必要不可欠なものに限る。特定の個人の占有となる

ものを除く。 
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別紙 1 

令和 ６ 年  月  日 

 

 神河町長 山名 宗悟 様 

 

                  所在 地  神河町 

                  団体 名   

           代表者名            ○印  

 

神河町農地を守る活動推進事業要望書 

 

 令和6年度神河町農地を守る活動推進事業について、下記のとおり要望いたします。 

 

記 

 

1 事 業 種 別   ・農地の復元等  ・農地の利活用 

 

2 事業実施場所   神河町 大字    字     地番        

 

3 事業地農地所有者名                             

                                                                

※所有者又は相続人の承諾必要 

                                  

4 実 施 時 期   令和   年   月 ～ 令和   年   月 

 

5 実施事業内容   1.支障物撤去   2.伐根   3.草刈り 

4.耕起   5.景観作物等の作付け   6.その他 

           

6  事業の具体的な内容                                

                                       

                                                                            

                                                                            

                                                                            

※  提出締め切り  令和 6 年 5 月 17 日(金)    提出先  農林政策課  藤原ますみ 
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危険木伐採の町単独補助事業について 

【神河町単独補助(治山・山林出水対策)事業 危険木伐採】 

 

 

この事業は平成３０年度から開始し、令和６年度当初予算では３,６００千円を計上してお

り、次のとおり事業を実施する予定です。 

 

 

 ①要望箇所の優先度を調査の上、優先度の高い順に予算の範囲内で実施します。 

 ・事業実施の可否について、要望のあった全集落に通知します。（６月中旬を予定） 

  実施対象地区は、補助金交付申請、事業着手の手続きを進めていただきます。 

 ・当初実施地区の補助額確定後に予算に余裕がある場合、次に優先度の高い箇所を順次実

施対象とし、個別にご連絡します。 

 ・予算不足により今年度実施できなかった場合は、今後出てくる要望と合わせて次年度に

再度優先度を判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規要望の方法】 

 ・農林政策課窓口へ別紙要望書を 〖５月１７日（金）〗までに 提出いただきますよう 

お願いいたします。 

※要望書提出済みの次の箇所は提出不要です。 

令和５年９月８日から令和６年 4 月 15 日：大畑区２件、越知区１件、根宇野区２件、山田区 4 件、吉冨区４件 

※電話では場所の特定が困難ですので、住宅地図等を見ていただきながら状況をお聞きしま

す。 

・締切以降も随時新規要望は受け付けますが、次年度の受付の扱いとします。 

・伐採後の事後申請は受け付けできません。必ず事前にご相談、申請をお願いします。  

当初予算内 

区→町 区→町 町→区 

５月１７日まで ６月 

○可  

○否  

要望受付 現地調査・ 
対象可否判断 

補助申請・ 
事業実施 

補助金支払い 

予算に余りが出れば 
優先順に実施（個別に通知） 
または 
次年度に再度優先順位判断 

通知後随時 

事業対象外 
例：倉庫、庭木 

優先順位
判断 

当
初
予
算
外 

○可  

○否  
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事業概要 

 

○事業施行者（申請者） 各区  

・個人からの申請は受け付けません。     

 ・実際の作業等の業者委託は可能です。 

 

○補助対象 

 樹木の倒伏により被害を受ける住宅又は集落が管理する集会施設の被害防止に係る 

危険木の伐採事業で、人命財産等に危害を及ぼし、又は及ぼすおそれのある箇所に 

ついて防止するための事業 

・倉庫単独や道路、店舗・事務所、寺社、墓地等は対象外です。 

・伐採事業とは「伐木・枝払・集材・整理」が対象で、搬出に係る経費は対象外です。 

・庭木等宅地内の立木や枝打ちのみの要望は対象事業となりません。 

・予防のための実施も可。規模・箇所数の制限はありません。 

 

○補助率、補助金の限度額 

  補助対象事業費の 9 分の 7 以内 

限度額 77 万 7,000 円（補助対象事業費 100 万円の 9 分の 7） 

「森林所有者」と「受益者」が同じ場合は、補助対象事業費の 9 分の 3 以内 

限度額 33 万 3,000 円（補助対象事業費 100 万円の 9 分の 3） 

 

○優先度の判断基準等 

 ・被害を受ける可能性のある住宅等の状況、被害を及ぼす可能性のある立木の状況等 

２０項目について職員が現地調査を行ない、危険度を含む優先度を判断します。 

  その際の主な視点は次のとおりです。 

   ○人命に危害を及ぼす可能性が高いか？ 

    財産（建物等）の保全よりも、人命（居住者）の保全を優先します。 

   ○緊急性、公益性等 

 

 

お問合せ先 

農林政策課 松田 

                     TEL 34-0960  FAX 34-0691 

matsuda_ryousei@town.kamikawa.hyogo.jp 
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事業実施への流れ 
　 本事業は、要望箇所の中で査定による優先順位が高い要望から順次ご案内をし、事業実施をして
いただいています。 
　 要望書を提出いただきましたら、優先順位を決定するための現地調査・査定を行い、既存分の要望
と併せた中で優先順位決定を決定します。 
　6月頃には優先順位上位地区に案内し、事業実施となります。以降、補助金予算の執行状況を勘案
し、優先順位の高い順に案内をさせていただきます。 

要望日

申出区 区

区長 ㊞

受益者 主な保全対象物 森林所有者
伐採
承諾

対象樹種 本数

費用負担者 負担率

※危険木の位置が分かる地図を添付ください。

記載例

受益者 主な保全対象物 森林所有者
伐採
承諾

対象樹種 本数

神河太郎 居宅 森林一郎 有 杉 15本

費用負担者 負担率

森林一郎 2/9

令和6年度　治水・山林出水対策事業補助金要望書

（危険木伐採）

※費用負担者が複数名いる場合は、全員の氏名を記入
ください。
※費用負担者は補助対象経費の2/9（受益者と森林所有
者が同じ場合は6/9）を負担するもの。

備　　　　考

備　　　　考

※費用負担者が複数名いる場合は、全員の氏名を記入
ください。
※費用負担者は補助対象経費の2/9（受益者と森林所有
者が同じ場合は6/9）を負担するもの。

補助金の流れ
補助金の申請、お支払いは、要望いただきました区となります。

提出期限　令和6年5月17日（金）まで

年　　　月　　　日
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 元気森もり活動推進事業の要望について 
 

 

農林政策課では、地域活動の継続と生活環境や地域の魅力の向上を目的とし、地域住民等が

行なう、森林の管理、森林やその周辺の環境保全・向上、森林資源の活用等に資する活動を支

援します。（財源：森林環境譲与税） 

 

〇例えば、次のような場合に、活用をご検討下さい。 

・人工林の間伐や枝打ち、林道・作業道の草刈り等を毎年行っているが、収入がなく必要な

機材等を買えない。（預金を切り崩して買っている。） 

・集落近くの竹藪や桜並木、地区の住民が集まる神社の樹木等を、地区として管理、整備し

たいと思うが、財源がなく実施できる補助制度もない。 

 

〇要望について 

・今回は、生産森林組合や地区が管理する「森林」（町森林整備計画の対象森林（森林簿に

掲載の森林））での、要望のみ受け付けます。 

※森林「周辺」(社寺敷地内、集会所、公園等)の活動等、桜・モミジの保全管理等について

は、予算に余裕がある場合、８月区長会で案内予定です。 

 

○事業の流れ 

１. 要望書の提出  

２. 要望の採択 

予算の範囲内で採択を行います。 

３. 交付申請 

  事業実施の可否を通知のうえ、交付申請の手続きを案内します。 

４. 事業実施 

事業着手は交付決定通知書の日以降とし、経費の支払いも決定日以降が対象となります。 

５. 実績報告 

事業完了日は、対象経費の最終の領収日となります。（完了後３０日以内に提出） 

 

○要望がある場合 

 ・別紙１の要望書を、５月１７日（金）までに、農林政策課に提出してください。 

 ・要望のない事業の事後申請は受付できません。必ず要望書の提出をお願いします。 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

神河町農林政策課  藤原浩司 

TEL 0790-34-0960  FAX 0790-34-0691 

                                        MAIL matsuda_ryousei@town.kamikawa.hyogo.jp 
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【事業概要】 

○事業実施主体 

(1) 森林組合、生産森林組合 

(2) 自治会、財産管理組合等、地区の共有林を管理する団体 

(3) その他趣旨に合致する活動を行なう法人、団体、事業所 

 

○補助対象事業 

(1)  林業の活性化 

① 林業後継者の育成等、林業の活性化に資する事業 

森林組合等の新規就業者の装備等の費用補助及び町内の賃貸住宅居住の場合の家賃補助 

(2) 森林環境の保全  

①「森林」及び「周辺」環境の保全、向上に資する事業 

町森林整備計画の対象森林(森林簿に掲載の森林) での間伐、伐採、植栽、草刈り等 

  対象森林内の社寺周辺林の間伐、伐採等も対象。 

(3)  森林資源の活用 

県内産木材、町内産林産物等、森林資源の活用促進に資する事業 

① 産材の活用     内装工事、什器の購入等 

② 町内産林産物等   町内産木材を利用した木材製品の製造、販売等 

③ 森林資源の活用促進 ミツマタ出荷、ウリハダカエデ等樹液の活用等 

(4) その他、趣旨に適合すると町長が認める事業 

 

○補助の対象となる経費は、下記のとおりです。 

 

○１事業当たりの補助金額の上限は、事業の区分に応じ下記のとおりです。 

事業区分 上限額 

（１）林業の活性化 50万円 

（２）森林環境の保全 15万円 

（３）森林資源の活用 10万円 

（４）その他の事業 10万円 

※補助金の額は1,000円未満の端数は切り捨てとなります。  

科  目 備  考 

需用費 消耗品、燃料代、修繕費等。お茶以外の食料費は不可。 

原材料費 植栽用苗木等の資材費 

作業日当 1,000円/hr、7,000円/日･人を上限とする。 

役務費 輸送費、保険料等 

賃借料 重機、車両等借上料 

使用料 通行料、使用料等 

委託料 作業等委託料。実施主体が直接実施することが出来ないものに限る。 

報償費 協力者謝金等 

備品購入費 1件2万円以上。事業実施に必要不可欠なものに限る。特定の個人の占有とな

るものを除く。 
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別紙 1 

令和６年  月  日 

 

 神河町長 山名 宗悟 様 

 

                  所在地  神河町 

                  団体名   

           代表者名            ○印  

 

神河町元気森もり活動推進事業要望書 

 

 令和６年度神河町元気森もり活動推進事業について、下記のとおり要望いた

します。 

 

記 

 

1 事 業 種 別   森林及び周辺環境の保全、向上 （申請額上限 15 万円） 

2 事業実施場所   神河町 大字    字     地番           

 

※林班（役場にて記入）  神崎   班 大河内   班 

3 事業地山林所有者名                             

                                                                

 

4 実施予定時期   令和  年  月～令和  年  月 

    

5 実施事業の種類   1．人工林間伐  2.広葉樹林・竹林等の間伐・伐採 

           3. 下刈り  4.森林の見分・境界確認  

5.その他 

            

6  事業の具体的な内容                                

                                           

                                                                                  

                                                                                  

         提出締め切り  令和 6 年 5 月 17 日(金)    提出先  農林政策課  藤原浩司 
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令和６年４月２４日 

 

 各 区 長  様  

 

神河町緑化推進委員会 

会長 山 名 宗 悟 

 

緑の募金へのご協力について（ご依頼） 

 

 春暖の候、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、今年度も緑あふれる美しい町づくりを目標とし、かけがえのない森林や緑を守り

育てていくため、緑の募金運動を実施します。 

 つきましては、本運動への協賛及び町内緑化を推進するため、緑の募金にご協力いただ

きますようお願いいたします。 

 

記 

 

○募金額の目標 ３５万円（目安として羽根１本、１００円程度となります。） 

ご協力いただける区は６月７日（金）までに振込みをお願いします。 

※お振込みの場合は硬貨の取扱枚数によって手数料が発生します。 

手数料が発生する場合は、募金額から差し引いてお振込みください。 

※現金を持参される場合は、お手数ですが農林政策課までお届け下さい。 

 

○配布物  

緑の羽根、振込依頼書、振込依頼書記入例、パンフレット 

（上記配布物は、広報５月号と同時にご自宅へお届けします。） 

※パンフレットは配布数を減らしていますので回覧等でお使いください。 

※集金袋が必要な区は、本日配布しますので、必要数を農林政策課へお申し出下さい。 

 

○募金の使途について 

募金全額を（公社）兵庫県緑化推進協会へ納入し、うち約半額が緑化推進交付金として、

神河町緑化推進委員会に交付されます。 

この交付金は、町の緑化事業(苗木の配布等)に活用させていただく予定です。 

 

 

 

      

 

お問合せ先 農林政策課 松田 TEL 34-0960 
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農業委員、農地利用最適化推進委員の決定 と「地域計画」の策定について 

 
〇農業委員・農地利用最適化推進委員が決まりました 

農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員が決まりました。 
新しい会長には 大成正悟氏、副会長（職務代理者）には 井口良文氏が選出されました。 
任期は令和 6 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日までの 3 年間です。 
農業委員会は、農地の貸し借りや売買、転用など、また担い手への農地集積・集約化、耕作放棄地

の発生防止・解消など農地利用の最適化等を主な職務として活動します。 
農地に関するご相談は、お気軽にお近くの農業委員等にお尋ねください。 

※農業委員 
ブロック 区 名 氏  名 ブロック 区 名 氏  名 

越知谷 
大 畑 稲川  司 

寺前東 
新 野 松島 英秋 

岩 屋 小林 秀恒 大 河 藤原 盛好 

粟賀北 
中 村 大成 正悟 

寺前西 
南小田 藤原  学 

福 本 赤畑 仁司 上小田 井口 良文 

粟賀南 
寺 野 廣納 佳則 

長 谷 
大川原 山口 貴士 

東柏尾 坂田 英之 重 行 後藤 孝利 

大 山 
杉 藤原 公善    

猪 篠 石田 章裕    
※農地利用最適化推進委員 

 
〇地域計画の策定について 
 農業経営基盤強化促進法の一部改正により、「地域計画」の策定が法制化され、地域での話し合い（協

議）により、全集落で 10 年後に目指すべき農地利用を示す地図（目標地図）等を作成します。 
令和 6 年度末（令和 7 年 3 月 31 日）までの策定を目指し、次表のとおり作業を予定していますの

で、ご協力をお願い致します。（時期の詳細は追ってご連絡します。） 
※今年度の予定（実施作業に〇） 
ブロック 説明会 アンケート 協議 目標地図作成 地域計画案 策定 
越知谷   〇 〇 〇 〇 
粟賀北 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
粟賀南   〇 〇 〇 〇 
大山    〇 〇 〇 
寺前   〇 〇 〇 〇 
小田原 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
長谷 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ブロック 区名 氏  名 担 当 集 落 
越知谷 作 畑 林  和一 新田・作畑・大畑・越知・岩屋 
粟賀北 根宇野 中島 郁夫 根宇野・山田・中村・粟賀町・福本 
粟賀南 貝 野 神保原 克巳 寺野・柏尾・東柏尾・貝野・しんこうタウン・加納 
大 山 吉 冨 前川  豊 吉冨・杉・大山・猪篠 
寺前東 上 岩 木元 桂司 新野・野村・比延・寺前・鍛治・大河・上岩 
寺前西 高朝田 小島  学 高朝田・宮野・南小田・上小田 
長 谷 栗 前嶋 正昭 川上・大川原・本村・赤田・重行・為信・峠・栗・渕 
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別紙 1 

令和 ６ 年  月  日 

 

 神河町長 山名 宗悟 様 

 

                  所在地  神河町 

                  団体名   

           代表者名            ○印  

 

神河町農地を守る活動推進事業要望書 

 

 令和6年度神河町農地を守る活動推進事業について、下記のとおり要望いたします。 

 

記 

 

1 事 業 種 別   ・農地の復元等  ・農地の利活用 

 

2 事業実施場所   神河町 大字    字     地番        

 

3 事業地農地所有者名                             

                                                                

※所有者又は相続人の承諾必要 

                                  

4 実 施 時 期   令和   年   月 ～ 令和   年   月 

 

5 実施事業内容   1.支障物撤去   2.伐根   3.草刈り 

4.耕起   5.景観作物等の作付け   6.その他 

           

6  事業の具体的な内容                                

                                       

                                                                            

                                                                            

                                                                            

 

※ 提出締め切り 令和 6年 5月 17 日(金)  提出先 農林政策課 藤原 
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要望日

申出区 区

区長 ㊞

受益者 主な保全対象物 森林所有者
伐採
承諾

対象樹種 本数

費用負担者 負担率

※危険木の位置が分かる地図を添付ください。

記載例

受益者 主な保全対象物 森林所有者
伐採
承諾

対象樹種 本数

神河太郎 居宅 森林一郎 有 杉 15本

費用負担者 負担率

森林一郎 2/9

備　　　　考

※費用負担者が複数名いる場合は、全員の氏名を記入
ください。
※費用負担者は補助対象経費の2/9（受益者と森林所有
者が同じ場合は6/9）を負担するもの。

事業実施への流れ
　 本事業は、要望箇所の中で査定による優先順位が高い要望から順次ご案内をし、事業実施をして
いただいています。
　 要望書を提出いただきましたら、優先順位を決定するための現地調査・査定を行い、既存分の要望
と併せた中で優先順位決定を決定します。
　6月頃には優先順位上位地区に案内し、事業実施となります。以降、補助金予算の消化状況を勘案
し、優先順位の高い順に案内をさせていただきます。

補助金の流れ
補助金の申請、お支払いは、要望いただきました区となります。

提出期限　令和6年5月17日（金）まで

年　　　月　　　日

令和6年度　治水・山林出水対策事業補助金要望書

（危険木伐採）

※費用負担者が複数名いる場合は、全員の氏名を記入
ください。
※費用負担者は補助対象経費の2/9（受益者と森林所有
者が同じ場合は6/9）を負担するもの。

備　　　　考
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別紙 1 

令和６年  月  日 

 

 神河町長 山名 宗悟 様 

 

                  所在地  神河町 

                  団体名   

           代表者名            ○印  

 

神河町元気森もり活動推進事業要望書 

 

 令和６年度神河町元気森もり活動推進事業について、下記のとおり要望いた

します。 

 

記 

 

1 事 業 種 別   森林及び周辺環境の保全、向上 （申請額上限 15 万円） 

2 事業実施場所   神河町 大字    字     地番           

 

※林班（役場にて記入）  神崎   班 大河内   班 

3 事業地山林所有者名                             

                                                                

 

4 実施予定時期   令和  年  月～令和  年  月 

    

5 実施事業の種類   1．人工林間伐  2.広葉樹林・竹林等の間伐・伐採 

           3. 下刈り  4.森林の見分・境界確認  

5.その他 

            

6  事業の具体的な内容                                

                                           

                                                                                  

                                                                                  

       提出締め切り 令和 6年 5月 17 日(金)  提出先 農林政策課 藤原浩司 
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